「連合２０２６平和ナガサキ集会」主催者代表挨拶

はじめに
「連合2026平和ナガサキ集会」に、全国各地よりご参集の皆さん、大変お疲れさまです。本集会の開催にあたり、主催者を代表して挨拶を申し上げます。

はじめに、7月28日に発生した熊本県を中心とする地震により、お亡くなりになられた方々に謹んで哀悼の誠を捧げるとともに、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。一日も早い安全確保と日常回復をお祈り申し上げます。連合本部は、対策本部を設置するとともに、会長声明を発出しました。今後は、特別カンパをはじめ、一日も早い復旧・復興にむけて、現地に寄り添った支援を行ってまいります。また、本日こちらの会場入り口でも募金活動を行っております。皆さまには、ぜひご協力を賜りますようお願い申し上げます。

1945年8月9日、午前11時2分。長崎に投下された原子爆弾は、7万人を超える尊い命を一瞬にして奪いました。3日前の8月6日には、広島でも14万人余りの方々が犠牲となっています。原爆で亡くなられたすべての方々に哀悼の誠を捧げるとともに、今なお後遺症に苦しむ被爆者の皆さまにお見舞いを申し上げます。

私たち連合は、結成以来、核兵器廃絶と世界の恒久平和をめざし、行政や関係諸団体の皆さまとともに歩みを重ねてまいりました。原水禁・ＫＡＫＫＩＮには共催団体として、長崎県をはじめ多くの皆さまには後援団体として、本集会にお力添えをいただいております。心より感謝申し上げます。また、「平和首長会議」やＩＴＵＣとも連帯し、この活動を国内外で一層強化してまいります。

本日は、公務ご多用のところ、
長崎県の平田研（ひらた　けん）知事、
長崎市の鈴木史朗（すずき　しろう）市長、
長与町の吉田慎一（よしだ　しんいち）町長、
時津町の山上広信（やまがみ　ひろのぶ）町長、
長崎平和推進協会の調漸（しらべ　すすむ）理事長にご臨席を賜っております。誠にありがとうございます。

語り継ぐことの大切さ
戦後81年が経ち、被爆の実相を自らの体験として語れる方は年々少なくなっています。本集会では、この後、語り部の方から貴重なお話を伺います。
　また、明日の「ピース・ウォーク」では、連合長崎の若い世代の皆さんがピースガイドを務めます。これまで重ねてこられた準備と熱意にも触れながら、被爆の実相をぜひ持ち帰っていただきたいと思います。

核兵器をめぐる情勢・日本の役割
核兵器をめぐる状況は、決して楽観できるものではありません。ストックホルム国際平和研究所の最新分析では、使用可能な核弾頭が9,745発と、世界全体で4年連続の増加となっています。
今年4月から5月のＮＰＴ再検討会議も、各国の隔たりが埋まらないまま、成果文書を採択できずに閉幕しました。核なき世界への歩みが足踏みを続ける現実を、私たちは重く受け止めなければなりません。唯一の戦争被爆国である日本政府には、核兵器廃絶に向けた外交努力を粘り強く続けるよう求めていきたいと思います。

7月上旬、長崎市立小江原（こえばる）中学校の生徒たちが、校外学習で平和公園を訪れた外国人観光客に「あなたにとって大事なものは何ですか」と尋ねて回ったところ、多くの人が「平和」と答えたそうです。国籍も言葉も異なる人々が、共通して「平和」と答えたことには、大きな意味があると思います。語り部皆さんの活動も、子どもたちの取り組みも、めざす先は同じです。私たちは次の世代に、平和な未来をつないでいかなければなりません。

本日ご参加の皆さんには、ここで見て、聞いて、学んだことを、それぞれの家庭や職場、地域に持ち帰っていただければと思います。

結びに、核兵器の廃絶と世界の恒久平和への想いを共有し、今後の運動につなげていくことをともに誓いあい、主催者を代表しての挨拶といたします。
ともに頑張りましょう！

